墨田区社会福祉協議会公式インスタグラム運用要領

（目　的）

第１条　この要領は、社会福祉法人墨田区社会福祉協議会（以下「社協」と言う。）が、ソーシャルメディアサービスであるインスタグラムを区民等への情報提供媒体として、また、災害時に広く情報を提供する手段として運用するため、必要な事項を定めるものとする。 
（用語の定義） 

第２条　この要領において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。 
(1) インスタグラム　Meta Platforms, Inc.の提供するソーシャルメディアサービスをいう。
(2) アカウント　インスタグラムを設置及び運用するために取得した権利及びユーザー名をいう。

(3) インスタグラム統括管理者 インスタグラムの総括管理及び適正な運用の監督を行う者をいい、事務局長をもって充てる。
(4)  運用管理者 インスタグラムの具体的な管理及び投稿等の運用を行う者をいう。 
（インスタグラムの管理運営）
第３条　インスタグラムの管理運営は、あらかじめ事務局長が指名した運用管理者が行うものとする。
（社協ホームページへの明示） 

第４条　社協は、成りすましによる誤情報の流布を防ぐために、運営主体としてインスタグラムを社協の公式ホームページ上に明示する。 
（運用方針の明示） 

第５条　社協は、公式ホームページにおいて、インスタグラムの運用方針を明示する。 
（掲載内容） 

第６条　社協は、インスタグラムで、所属長の許可を受けた次に掲げるものを掲載する。 
(1) 社協ホームページに掲載したコンテンツの概要、リンクの情報等 
(2) 社協の取り組み、催し及び出来事等の情報
（コメント、ダイレクトメッセージ、「いいね」等の制限） 
第７条　社協は、原則として社協以外のアカウントへのコメントは行わない。また、社協アカウントに対するコメント及びダイレクトメッセージについては、返信コメントは行わない。ただし、特にインスタグラム統括管理者が必要と認めるものはこの限りではない。 
２　社協以外のアカウントへのリポスト、ストーリーズへの共有及び「いいね」等の機能は使用しない。ただし、特にインスタグラム統括管理者が必要と認めるものはこの限りではない。
（コメントの非表示、削除及びブロック等）
第８条　運用管理者は、インスタグラム統括管理者が次の各号のいずれかに該当すると判断したコメント、及びこれらの内容を含むホームページなどへのリンクが組み込まれたコメントを発見した場合、予告なく当該コメントの非表示若しくは削除、又は当該アカウントのブロック等の措置を講じることができる。
(1) 法令等に違反するもの、又は違反するおそれがあるもの
(2) 公序良俗に反するもの 
(3) 犯罪行為を助長するもの 
(4) 特定の個人、企業、団体等を誹謗中傷し、又は名誉若しくは信用を傷つけるもの
(5) 本人の承諾なく個人情報を特定、開示、漏えいする等プライバシーを侵害するもの
(6) 著作権、商標権、肖像権など社協又は第三者の知的財産権を侵害するもの
(7) 営利を目的とするもの
(8) 政治活動又は宗教活動を目的とするもの
(9) 虚偽、事実と異なる内容又は単なる噂若しくは噂を助長させるもの
(10) 同一のユーザーにより繰り返し投稿される、同様の趣旨のコメント
(11) インスタグラムの利用規約に反するもの
(12) その他、インスタグラムの運用上、不適切と判断されるもの 
（知的財産権の帰属）
 第９条　社協がインスタグラムに掲載する個々の情報（写真、文章等をいう。以下同じ。） に関する知的財産権（知的財産基本法（平成１４年法律第１２２号）第２条第２項に 規定する知的財産権をいう。）は、社協又は現著作者に帰属する。

２　著作権法（昭和４５年法律第４８号）第３０条の私的使用のために複製、同法第３２条の引用その他同法において著作物の利用等が認められている場合を除き、社協のインスタグラムに掲載する個々の情報は、無断で利用することはできない。
（免責事項）
 第１０条 社協は、インスタグラムにおける情報の正確性、完全性、有用性を保証するものではない。 
２ 社協は、利用者がインスタグラムの情報を用いて行う一切の行為について、何ら責任を負うものではない。
３ 社協は、インスタグラムに関連して、利用者間又は利用者と第三者間で生じたトラブル及び損害について、何ら責任を負うものではない。
（運用の停止） 

第１１条　社協は、システム上の問題や虚偽の情報等が大量にコメントされるなど、継続してインスタグラムを運営することが困難になった場合には、その理由を社協の公式ホームページに明記し、インスタグラムの運用を停止または削除することができる。
（その他） 

第１２条　その他この要領の実施について必要な事項は、インスタグラム統括管理者が定める。 
２　新たにインスタグラムを開設する場合は、別途決裁を受け、この運用要領を適用するものとする。
付 則 

この要領は、令和８年１０月１日から適用する。 
